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2011；ヴィン・シン 2000 ; Nanba 2012］。
その意味で，大南公司は以下の二点で重要かつ興味深い事例を提供し
ているといえるであろう。すなわち，大南公司は仏領インドシナで誕生
し最も成功をおさめた日本人企業であり，同時に，クオンデ （Cường Để, 
1882-1951）によって率いられたベトナム復国同盟会（Việt Nam Phúc 

























































































































氏名 企業名 役職名 住所
TOHCHI Masakazu
（東地正一） サイゴン三井物産支店長 会長 25 Rue Taberd, Saigon
KATOH Toshio 日本政府商業通信員 名誉会員 Rue d’Arfeuille, Saigon
YOKOYAMA Seishu
（横山正脩） 鉱石輸出業 名誉会員 Bd. Bonal, Haiphong
SHIOTA Keijin
（塩田啓人） Shiota & Co. （塩田商会） 副会長 142 Rue d’Espagne, Saigon
MATSUSITA Mituhiro
（松下光広） 大南公司会長 副会長
9 Rue Georges Guynemer, 
Saigon
MORISE Isamu Morise & Co. （森瀬商会） 会計 70 Bd. Bonnard, Saigon
MURAKAMI Katsuhiko 大南公司支店長 会員 134 Rue d’Espagne, Saigon
KYU REN SHIN Daulien Tinh 商会社主 会員 67 Bd. Bonhoure, Cholon
SHU KIN PAKU Fook-Chuan-Seng 商会社主 会員 48 Bd. Bonhoure, Cholon
MIWA Takashi 三井物産副支店長 会員 178 Rue Paul Blanchy, Saigon
NISHIZAKI Mitsugu カインホイ森瀬商会代表 会員 71/73 Fonck Khanh-Hoi, Saigon
KIM SO RITTSU Chungil 商会社主 会員 43 Rue Cononel Grimaud, Saigon
VRINAT, G.Y. C.Y.Vrinat S.A. 取締役 会員 16 Rue Colonel Grimaud, Saigon
KO TO KO 三井物産会社仲買人 会員 25 Rue Peiho Binh-Tay, Cholon
MIZUTANI Otokichi
（水谷乙吉） Mizutani 商会社主 会員 20 Bd. Henri Rivière, Haiphong
NAGASHIMA Kikuo Nagashima 洋行社主 会員 40/42 Bd. Paul Bert, Haiphong
EBARA Kichinosuke Ebara 商会社主 会員 51 Bd. Henri Rivière, Haiphong
TAKEUCHI Matsujiro Yasuda 洋行支店長 会員 4 Bd. Paul Bert, Haiphong
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氏名 企業名 役職名 住所
OKU Kazuo Ikeda 洋行社主 会員 23/24 Rue Chinoise, Haiphong
ISHIKAWA Tokuo フランス商会秘書 会員 3 impasse Alland Avenue Paul Doumer, Haiphong
KUROSHIMA Akira 石山ホテル社主 会員 63/64 Bd. Bonal, Haiphong
MAWATARI Kihachi Mawatari 商会社主 会員 31 Avenue Clémenceau, Haiphong
WATANABE Tohichi Watanabe 商会社主 会員 20 Rue Richaud, Hanoi
YAMADA Ryutaro Yamada 商会社主 会員 96 Rue Juels Ferry, Hanoi
ODA Naohiko 小田ホテル社主 会員 49 Rue Vieille des Tasses, Hanoi
SUMIDA Kohichi Tajima 商会代表 会員 17/19 Rue de la Citadelle, Hanoi
KIKUCHI Ichinosuke
（菊地市之助） Kikuchi 商会社主 会員 Rue de Duvillier
SHIMOMURA Satoshi Shimomura 商会社主 会員 54 Rue de Tien Tsin, Hanoi
MATSUDA Satoshi ハノイ斉藤商店支店長 会員 60 Rue Jules Ferry, Hanoi
YAMADA Kiyoshi ハノイ大南公司支店長 会員 83 Rue des Panier, Hanoi
NINOMIYA Matsuhisa Ninomiya 商会社主 会員 Jerdan Tourane, Annam
TAKATANI Makinosuke ニャチャン大南公司支店長 会員 21 Route Marché, Nhatrang


















高関税のため仏印からの輸入が 1000 万円ないし 2000 万円にのぼりなが




この仏字紙とは，1938 年 10 月に摘発され停刊に追い込まれた『アレル
ト』（l’Alerte）を指している。サイゴンの日本領事館は l’Alerte 刊行費用
として，毎月 300 ピアストルを提供したことが明かとなり，フランス当局
は，外国へのスパイ活動の容疑で，10 月 14 日，同誌の社長であったフォ
クノ（Fauquenot）を逮捕し，翌年，15 年間の禁固刑の判決を下した［Trần 
2005: 146 ; Meyers & Tran 2006: 31-32］ 7）。松下自身も講演で述べてい
るように，本人不在のまま大南公司本店がフランスの軍当局により家宅捜
査を受けたのは 10 月 18 日のことであった。松下の再渡航査証の発給申請
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1940 年 9 月，「仏印進駐」を果たした日本は，フランスと経済交渉を開



















確認できる。1941 年 9 月には，米・籾・二次産品・ゴム・小麦の輸出入
業務に従事することが認可され，1942 年 4 月 15 日には，公共・民間建設
事業への参入及びサイゴン・チョロン地区での薬品貯蔵庫開設許可，1943





会にとどまるものであったが，1943 年には，株式合資会社（Société en 
Commandite par actions）とする申請をコーチシナ総督府に提出した。株
式総額は 400 万ピアストルからなり，額面 100 ピアストルの株券 4 万枚が













Saigon 7-9 rue Georges Guynemer
Hanoi 14, rue Jauréguiberry
Haiphong 56, rue Paul Bert
Phnompenh 24-26, Quai Lagrandière
Bangkok 734, Siphya Road
Shonan (Singapore) 104-106, Robinson Road
Penang
Rangoon 438, Matyaute 
Haihow ( 海口 )





















































じっさい，この時期に先だち，1943 年から 1944 年にかけて，米穀調達
をめぐり，ベトナム北部地域を統括していたトンキン理事長官府とのあい
だで紛争が発生していたことがフランス側の資料から確認できる。日仏経














するという名目のもと，1943 年 9 月，バクニン省イエン・フォンの大農
園主ヴー・ヴァン・アン（Vũ Văn An）との間で農園の租借契約を結んだ。





いたことがあげられる。1943 年 12 月，理事長官府側は所蔵している籾米
及び精米の貯蓄量の申告を生産者に義務づけていた 16）。










園事件である。事件後の 9 月 20 日，大南公司側は，松下光広代理人であ
りハノイ支店長でもあった久我信逸の名義で，遅ればせながら，トンキン
理事長官宛にヴー・ヴァン・アン農園と租借契約を結んだことを報告した。
この報告では，租借地は 100 トンないし 110 トンの収穫を見込める 653 マ
ウとされていたが，理事長官の出頭命令を受けた梶谷の供述によれば，ヴー・
ヴァン・アン農園は，5 月収穫田 400 マウ，10 月収穫田 800 マウを中心に，









































今日残されている大川周明の日記には，昭和 18 年 2 月 18 日，読売新
聞西貢支局長より松下の手紙を手渡されたことが記されている［大川周明
顕彰会 1986：239］。しかし，両者の接触はそれ以前に溯るとみてよい。
大川周明は，1938 年，全国より青年 20 名を募集し，東南アジアをはじめ
アジア各地で活躍する人材の育成を目的とする東亜経済調査局附属研究所












































によりサイゴンに戻っていた。1943 年 8 月 13 日，生活苦と精神的不安か
ら香港への出航を決意し，日本の小型船に乗り込んだ。しかし，インドシ
ナや香港近海はアメリカの潜水艦の攻撃にさらされる危険があったので香

























































1936 年，東方自治党（Đông -Phương Tự Trị Đảng）を組織した。この団体は，




年半生活したのち，今年の 2 月に東京にやってきた，という［Cường Để 
1957: 137-138］。






愛国党情宣部長の地位にあったジーを 1943 年 1 月に日本に派遣した，と
している［内川 1993：164-165］。
グエン・ヴァン・バーの供述によれば大川塾から如月会の寮に移ったの



























ジーの動向が再び記録に現れるのは，1944 年 7 月のことである。すな
わち，サイゴンで第 38 軍参謀となった憲兵隊中佐林秀澄と面会したので






























のカオダイ教徒で，「ベトナム愛国連団 Liên Đoàn Ái Quốc Việt Nam」の
創設メンバーの一人であるチュオン・ケー・アン（Trương Kế An, 1899-






1943 年に，自らの代理としてファン・トゥック・ゴー (Phan Thúc Ngô) 
を東京に派遣し，ベトナム国内の活動についてクオンデと協議させていた
ことが，クオンデの回想録から確認できる［Cường Để 1957: 138］。
ジエムに最初に接触した時期について，松下は何も語っていないが，上
記の経緯からすれば，ジエムの情報はクオンデ経由で伝えられたものと推
測される。ともあれ，1943 年 10 月に入り，逮捕の危機が迫っているこ
とを知ったサイゴン駐在の松下光広は，ジエムに救いの手をさしのべた。
同年新たに設立された大南公司トゥーラン支店に駐在していた片野健四
郎（大川塾 2 期生）・三浦琢二（同 1 期生），サイゴン本店勤務の西川捨三
郎（同 1 期生）ら大川塾出身の社員たちに命じて，ジエムをサイゴンまで
案内させ，社員宿舎であった大南公司アラス宿舎に匿ったのである［立川 
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の現地責任者としての役割を果たしていたのである。1940 年 8 月の復国
軍蜂起以後も復国同盟会の活動は消失したわけではなかった。日本が採用
したいわゆる「静謐保持」政策は，独立運動への日本の関与に期待した民
族主義者たちを幻滅させた。復国同盟会 “ 会主 ” として，クオンデは日本
が独立運動に支援を与えずヴィシー政権下のインドシナ政庁と共同防衛協
定まで締結するにいたった経緯をベトナムの「同志」に説明するという極

























また，1942 年 4 月，サイゴンの郵政当局は，東京の復国同盟会が同年
1 月 17 日，タイ在住ベトナム人にあてた同盟会メンバーに対する以下の
書簡を押収した 27）。
1942 年 1 月 17 日，東京
タイ国の若き協力者，復興者へ。































多様な民族主義者たちが，クオンデを “ 会主 ” とする「復国同盟会」との
接触を継続していたことを示している。復国軍蜂起に失敗した後，チャン・




革命党（Việt Nam Nhân Dân Thông Nhưt Cách Mạng Đảng）事件にか
かわったチャン・ヴァン・アン（陳文恩，Trần Văn Ân, 1903-?）であっ
た。この民族主義者グループは，元弁護士のズオン・ヴァン・ザオ（Duong 
Van Giao），ベトナム南部チャヴィン出身でフランス留学経験もある著名
な医師グエン・ヴァン・ニャー（Nguyễn Van Nhả, 1898-?）らによって













下は，“ インドシナにおけるクオンデの代理人 ” であり，インドシナ
南部における民間スパイのリーダーであった。
バラ山での監禁生活から解除され，サイゴンに戻ったチャン・ヴァン・
アン（陳文恩）は，1942 年 5 月頃から，日本の憲兵隊の庇護下で復国同
盟会の活動を開始し，コーチシナにおける親日派政治団体の有力リーダー
となっていった。1944 年 9 月には，シンガポールに移り，そこでラジオ











ついたファム・コン・タック（Phạm Công Tắc, 1890-1959）は，「戦争が
近づいている」，「日本はインドシナを占領する」，「我々は，この国を再び








とみたインドシナ総督は，1941 年 8 月 20 日，ファム・コン・タックら重
要な指導者たちをマダガスカル島西方のコモロ諸島に監禁することを決定
し，同年 9 月 27 日には，タイニンの中央聖座及び領域内の主要な建物が
フランス軍によって占領された。また，各地に設けられていたカオダイ教
の布教施設，いわゆる「聖室」のうち，未認可のものはいうまでもなく，
承認されていた既存の 79 箇所のうち 15 箇所が閉鎖され，カオダイ教の活
動は著しく制限されることになった 32）。
1940 年から 1941 年にかけてのこうしたカオダイ教への弾圧強化は，信
徒たちに強い不満を呼び起こしていた。1940 年 8 月，サイゴンで「東亜
聯盟及東洋維新会会主阮彊柢」と宛名書きされた封書を所持していたカオ
ダイ教徒が逮捕された。この書簡の発信者はベンチェに拠点を置くカオダ




の手紙をサイゴンのグリモー街 43 番地にある Chungil 商会の日本人を介
してクオンデに送るつもりであったと供述した。Chungil 商会は【表 1】 































かで，「教育院 Hoc Viên (Section de l’Instruction)」の責任者でもあった。
ちなみにこの「内閣」には，前述したようにゴー・ディン・ジエムと接触
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2 月，サイゴンに成立した「タイニン派執行委員会 (Comité de direction 
de la Secte de TAYNINH)」であり，その責任者となったのがプノンペン
のカオダイ教「使節団」のチャン・クアン・ヴィンであった 37）。
1943 年 5 月，チャン・クアン・ヴィンと新執行委員会メンバーは，ク
オンデを会長に仰ぐ「越南復国同盟会」への加入を決定した。これを受けて，
クオンデはチャン・クアン・ヴィン宛てに以下のような書簡を送った 38）。


















この書簡から，クオンデが，1942 年 8 月の段階で，松下に越南復国同
盟会の現地責任者としての地位を与えていたことが確かめられよう。1943
年 7 月，カオダイ教側がクオンデへの支持を表明したことで，クオンデの










のアジア主義者としての心性に変わるところはなかった。1947 年 4 月 24
日，松沢病院に入院中の大川周明を見舞っているのはその現れであろう。
大川もまたその日の日記に「午後松下光広君夫婦加藤君の案内にて来る。






































ANOM: Archives Nationales d’Outre-Mer, Aix-en-Provence 










ジア経済』23 巻 4 号














武内房司・宮沢千尋編（2015）『西川寛生「サイゴン日記」1955 年 9 月～



































Cường Để (1957), Cuộc Đời Cách-Mạng Cường Để, Saigon: Nhà in Tôn 
Thât Lê.
Đại Đạo Tam Kỳ Phổ Độ Tòa Thánh Tây Ninh (1997), Hồi Ký Trần 
Quang Vinh và Lịch Sử Quân Dội Cao Đài, Thanh Thất Vùng Hoa 
Thịnh Đốn, Maryland: Thánh Thất Vùng Hoa Thịnh Đốn.
Nguyễn Thanh Xuân (2015), Đạo Cao Đài: Hai Khía Cạnh Lịch Sử & 
Tôn Giao (Tái bản lần thứ nhất), Hà Nội: Nhà Xuất Bản Tôn Giáo.
《欧文》
Guillemot, François (2012), Dai Viêt indépendance et révolution au 
Viêt-Nam : l’échec de la troisième voie (1938-1955), Paris : Les Indes 
savantes.
Marr, David G. (1995), Vietnam 1945: The Quest for Power, Berkeley 
and Los Angeles, California: University of California Press.
　東洋文化研究 19 号 　　
（67）
362
Meyers, Dean & Tran, My Van (2006), ‘The Crisis of the Eighth Lunar 
Month: The Cao Dai, Prince Cuong De and the Japanese in 1937-
1939’, International Journal of Asia Pacific Studies, vol.2, n°1.
Miller, Edward (2013), Misalliance: Ngo Dinh Diem, the United States 
and the Fate of South Vietnam, Cambridge, Massachusetts and 
London: Harvard University Press.
Nanba, Chizuru （難波ちづる）(2012), Français et Japonais en Indochine 
(1940-1945): Colonisation, Propagande et Rivalité Culturelle, Paris: 
Karthala.
Shiraishi, Masaya （白石昌也） (2004), The Vietnamese Phuc Quoc 
League and the 1940 Insurrection, Working Paper, Creation of New 
Contemporary Asia Studies. 
Trần Mỹ Vân (2005), A Vietnamese Royal Exile in Japan: Prince Cường 





資料センター / 外務省記録 E-2-6-0(Ref.B08061557100)］.
3）松下の申請書の原文は確認できないが，以下のコーチシナ総督宛イン
ドシナ総督通達から知ることができる。N°1105DEA/3B. Gouverneur 
Général à Gouverneur de la Cochinchine, Saigon, le Décembre 1934, 
[TTLTQG2/GOUCOCH/17253].





5）N°9997. Le Gouverneur de la Cochinchine à M. TAKAZAWA, 
Consul du Japon, Président de l’Association «Chambre de 







7）新聞 Les Annales Coloniales の 1939 年 8 月 28 日付けの記事 ‘L’affaire 
d’espionnage de Saigon’ によれば，サイゴン軍事法廷は，フォクノに対
して 15 年の禁固刑を言い渡した，としている。
8）外務省外交史料館，調査，南洋局第二課編「昭和十五年執務報告」［ア
ジア歴史資料センター / 調書 / 南洋局 (Ref.B02130200500）］.
9）松下が追放処分を受けた経緯についてはなお不明な点が多い。1967 年









ジア歴史資料センター / 調査 / 南洋局 (Ref.B02130200500）］.
11）Le Gouvernement de la Cochinchine N°8870/4B, Saigon, le 27 
Décembre 1943,  [TTLTQG2/GOUCOCH/54809].
　東洋文化研究 19 号 　　
（69）
360
12）Le Commissaire de Police à Monsieur le Commissaire général 
de Police de la Région, Saigon, le 8 Octobre 1943, [TTLTQG2/
GOUCOUCH/54809].
13）在外会社（資）大南公司書類綴［国立公文書館 / 財務 / つくば 9/6-22-
728］.
14）Résident Supérieur de Tonkin à Commissaire Général aux 
Relations Franco-Japonais, le 27 Juillet 1944, [ANOM/RST/Indochine 
NF/7078].
15）Résident de Bacninh à M. le Directeur de la DAINAN KOOSI, le 20 
Juillet 1944, [ANOM/RST/Indochine NF/7078].
16）Résident Supérieur de Tonkin à M. le Directeur de la DAINAN 
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“Các đồng-chi, 
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